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ビ ール 酵母 由来ア ル コ
ー

ル アセ チ ル トラ ン ス フ ェ ラーゼ （AATase ）遺伝子

（ATFI、Lg−AT 門 ）の解析

O 善本裕之、藤井敏雄 、 玉井幸夫、長澤直
疊

、坊垣隆之
暑

、 浜地正 昭
晉

、

布川彌太郎
督

（キ リン ビール 基盤技術研究所、
蓍

大関総合研究所）

【目的】我 々 は 先に清酒酵母 の AATase遺伝子（ATF1）をプロ ーブ とし、ビール 酵母か ら2種類の

ATF遺伝子（ATFI 、　igrA丁FIV ｝を取得 した勾
。 今回 は、そ れ らの 塩基配列 、 様 々 な株に お ける存

在や 多 コ ピー導入 した株のAATaSe活性を比較 した 。

【方 法および結果】（1｝　　　 1砺
：1　 2種類の ビール 酵母 由来ATF遺伝子（AT臥 L臼・A↑Fl）g

塩基配列 を決定した ところ 、 ｛575bp （525　aa）の うち、塩基 レベ ル で 78、8％ 、 ア ミノ 酸 y ベ ル

で 80．4％ マ ッ ヂ して い た 。 予測 される甜 1蛋白質は 61、lkdalton，pl＝6．52、　 Lg−Att1蛋 白質 は61．Ok

dalton，　plk7．86 で あ り、両者共に親水憐が高 か っ た 。

（2）　．
h

　
’
口 ・・　　　 実験室樺と種々 の寞用酵母か ら染色体DNA を取得 し、制限酵素で切断

後 、 ビ t・一’ル 酵母 由来ATFI 、　 Lg−AT臼 をプ ロ ーブとしてサ ザン プロ ッ テ ィ ン グ を行な っ た
。　ATFI

はすべ て の 株に存在 した 。

一方 、 Lg・A了Fiは ビール 酵母の
一部 とワ イン 酵母の 一部にの み存在

した 。

（3）ビ ＝ SJV　．　　 ATF1 　し 一ATF1　　れ
“
れ　コ ピー

　
1

した　の AATasei 　　 ビ
ール 酵母

由来ATFI、L9一ATFI の 多コ ピープラ ス ミ ドで それ ぞれ形質転換 した 株の 静置培養時の AA 丁ase

活 性は、野生株と比較 して 15倍 と65 倍増大 した 。 また 、 それ らの 株の 振 と う培養時の AATase

活 性 は共に抑制を受 けた 。

　1）ビ ール 酵母に 特異的な染色体 由来の 遺伝子 に Lg（Lager）と名づ け、　AAT2 をLg−ATFI に改名

　 　 した 。

　2）藤井 ら、1993年度 日本農芸化学大会講演要旨集 p．348

Analysis　of　the　gene　encoding 　Alcohol　Acetyl　Transferase　fropn　Brewery 　LagerYeast
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　Tosねio　Fujii，
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骨
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清 酒 酵 母 由 来 ア ル コ

ール ア セ チ ル ト ラ ン．ス フ ェ ラ
ーゼ （AATase ）遺伝予 （ATFi）

の 解 析 　 　 　　 　 　（大 関 　 総 合 研 究 所、
＊

キ リ ン ビ
ー

ル 　基 盤 技 術 研 究 所 ）

○ 長 擇 直 、坊 垣 隆 之 、浜 地 正 昭 、 布 川 彌 太郎 、善 本 裕 之   藤 井敏 雄   玉 井 幸 夫
＊

【9 的 】清 酒 中 の 重要 な 香 気 成 分 で あ る 酢酸 イ ソ ァ ミ
1
ル は 、酵 母 の AATase に よ り生 成 され

る 。
こ の 遺 伝 子 （＊）は、清 酒 酵母 協 会 7 号 か ら 1 種 （ATF1）、ビ ール 酵 母 か ら 2 種 （ATFLLs 一鱈

FD ク ロ ー ニ ン グ され て い る
1 ）

。 　本報 で ｝ま、協 会 7 号 酵 鐸由来 の ATFI過伝 子 に つ い て 塩 基

配 列 を決 定 し解 析 を行 っ た 。 さ らに 、 AATase 遺 伝 子 の 各 種醸 造用 酵 母 に お け る存 在 ・と分 布

に つ ｝Kて 検 討 した 。

【方 法 及 び 結 果 】 協 会

17
号 酵 母 の ゲノ ム ラ イ ブ ラ リ

ーか ら ク ロ ー ニ ン グ さ れ た 6．6Kb断 片

の うち 、 1，575bp の ORFを 含 む 約 2Kbの 嶽 基 配 列 を決 定 し た 。こ の ORFは、525 ア
・
ミ ノ 酸 を コ

ー ド

しで お り、 計算 さ れ る 分子量 は 6LO59 で あ っ た 。 既 に 報告・し た 精 製 AATase タ ン パ ク質 の 1

0 種 の 内部 ア ミ ノ 酸 配 列
z ，

が す べ て 見 出 さ れ 、こ の ORFは AATase を コ ー ドし て い る こ とが 示

さ れ た 。配 列 か ら予 測 さ れ る タ ン パ ク 質 は 親 水 性 を示 し、・膜 へ の 移 行 シ グ ナ ル や 明 ら か に

膜 を 貫 通 す る と考 え られ る 配 列 も 含ん で い な か っ た 。 そ の 他の 特 徴 と し て 、 Cys訓 e しTrp等

の プ ミ ノ 酸 を 多 く含 ん で い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 協 会 7 号 酵 母 由 来 の ATFIXX 伝 子 と ビ

ール 酵母 申来 の ATFI遺 伝 子 と は 高い 相 同 性 を 示 す が 、ゲ ノ ム サ ザ ン 、　 P　C　R 等 で解 析 し た

結果 、協会 7 号 酵 母 由 来 ATFI遺 伝子 は 他の 清 酒酵母 及 び 焼謝 酵母 に 存在 し、 ビ ール 酵 緯 由

来 ATF1遺 伝 子 は ワ イ ン ・ウ イ ス キ ー
酵母 等 に 存在 し て い た 。

（＊既 に報 告 し たAATase 遺 伝子
1 ）

の 名 称 AATI，2をそ れ ぞ れ
’ATFI、Ls−・ATF1 と改名 ）

i）藤 井 ら， 1993年 度 日 本 農 芸化 学大 会講演 要 旨 集p．348

2）坊 壇 ら， 　 　 　 　 〃 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P．348
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transferase 　froロ　S．cerevjsiae 　Kyokai　No．ア

ONaoski　Nagasa▼a，　 TakaVV ・ki　 B。gaki，　 Masaak 莖 Ha毋achL 　 Y漁 r 。　l　u皿oka ワa，　 ttEr。yuk 置 ￥。 S胞i皿 ot バ

Tosh正o 　Fujii零　a皿d　Yukio 　Ta鳳 ai
翼
　　　　　　（　Ge ロera 足　Research 　Laboratory 　Ozeki　CorP匚，掌Central

　 正aborator 量es 　for　区ey 　Techno 重ogy 　K：RI解　B理EIERY 　Co嘲，Ltd．）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


